





















































社 会 科 学 班 報 告 (1)
れ 自 体 に 価 値 が あ る と い う 意 味 を も っ て い る も の で 、 必 ず し も 明 確 に 表 せ る 内 容 と は 限 ら な い 。
関 心 事 に つ い て は 、 一 般 市 民 の 環 境 意 識 と し て と ら え 、 利 用 価 値 と 非 利 用 価 値 を 中 心 に 展 開 し 、 価 値 に
直 接 か か わ る 人 間 活 動 、 環 境 影 響 な ど を も 調 査 内 容 に 取 り 入 れ て い る 。 こ の よ う な 意 味 で 、 土 地 利 用 ・ 被
覆 、 価 値 の 2 つ の 主 軸 に 次 い で 、 人 間 活 動 と 環 境 影 響 な ど を 第 3 軸 と し て 取 り 上 げ 、 関 連 す る キ ー ワ ー ド
を も 考 案 し た 。 こ の よ う に 、 こ こ で 提 案 し た 関 心 事 調 査 の 設 計 の 本 質 は 、 流 域 環 境 を 複 数 の 調 査 課 題 に 分
け 、 そ れ ぞ れ の 課 題 を 描 く キ ー ワ ー ド を 作 成 し た 上 で 、 キ ー ワ ー ド を 計 測 可 能 な 概 念 に す る こ と で 、 質 問
項 目 を 1 つ ず つ 構 築 し 、 そ れ に 対 応 す る 質 問 文 を 作 る こ と に あ る 。
日 本 に お け る 土 地 利 用 ・ 被 覆 の 実 態 を 十 分 に 吟 味 し た 結 果 、 環 境 に 関 す る ト ピ ッ ク ス は 、 「 森 林 」 、 「 農 地 」
と 「 水 域 J の 3 つ の 環 境 サ イ ト と 、 「 直 接 的 価 値 J 、 「 間 接 的 価 値 」 、 「 内 在 的 価 値 」 と の 組 合 せ と し て 作 成 し
た 。 ま た 、 デ ー タ 分 析 の 必 要 性 を 考 え 、 人 間 活 動 や 環 境 影 響 に 関 す る 質 問 項 目 を 取 り 入 れ た 。 調 査 票 の 設
計 で は 、 そ れ ぞ れ の 環 境 サ イ ト の 価 値 に 対 す る 関 心 を 中 心 に 、 そ れ ぞ れ の 質 問 項 目 を 構 築 し た 。 例 え ば 、
森 林 に 対 し て 、 「 木 材 生 産 J や 「 他 の 林 産 物 j な ど の よ う な 直 接 的 価 値 に 対 す る 関 心 を 聞 く と 同 時 に 、 「 レ
ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 」 や 「 水 質 浄 化 J な ど の よ う な 間 接 的 価 値 に 対 す る 関 心 を も 調 べ る 質 問 項 目 も
考 え 出 し た 。 な お 、 「 内 在 的 価 値 」 に 関 す る 質 問 項 目 と し て 、 環 境 サ イ ト に お け る 体 験 や 具 体 的 な 内 容 を 聞
く 項 目 を 設 け た 。 例 え ば 、 身 近 な 環 境 サ イ ト の 有 無 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 の 頻 度 、 環 境 配 慮 行 動 、 地 球
環 境 問 題 へ の 関 心 、 環 境 情 報 の 入 手 経 路 、 と い っ た も の が 挙 げ ら れ て い る 。
3 . 調 査 実 施 方 法 の 概 要
関 心 事 調 査 は 、 日 本 全 国 か ら 無 作 為 に 抽 出 さ れ た 20 歳 "-'79 歳 ま で の 成 人 男 女 1， 800 人 を 調 査 対 象 と し
て 実 施 し た 。 調 査 の 実 施 方 法 は 、 調 査 員 に よ る 個 別 面 接 聴 取 法 で 、 調 査 期 間 は 2 0 0 5 年 10 月"-' 11 月 の 間 で
あ っ た 。 有 効 回 収 標 本 数 は 8 8 6 人 で 、 回 収 率 が 4 9 . 2 % で 、あ っ た 。 な お 、 50 歳 以 上 の 回 答 者 は 回 収 標 本 の 6
割 弱 を 占 め て お り 、 年 齢 層 間 の 偏 り が 見 ら れ た 。 関 心 事 調 査 デ ー タ を 基 に 、 環 境 サ イ ト 別 の 単 純 集 計 を 行
っ た 結 果 、 一 般 市 民 の 環 境 サ イ ト に 対 す る 関 心 事 と し て 、 森 林 に 対 し て 水 質 浄 化 ・ 生 活 環 境 保 全 ・ 動 植 物
棲 息 地 ・ 二 酸 化 炭 素 吸 収 、 農 地 に 対 し て 穀 物 の 生 産 ・ 野 菜 ・ 果 物 の 生 産 、 水 域 に 対 し て 生 活 用 水 ・ 自 浄 作
用 に つ い て 高 い 関 心 が そ れ ぞ れ 持 た れ て い る こ と が 浮 き 彫 り に な っ た 。
4 . デ ー タ 分 析 お よ び 考 察
関 心 事 調 査 の 最 大 の 目 的 は 、 そ れ ぞ れ の 環 境 に 関 心 を も っ 事 柄 を 抽 出 し 、 そ れ に 影 響 す る 要 因 を 解 明 す
る こ と に あ る 。 こ こ で 森 林 、 農 地 、 水 域 に 関 す る 事 柄 に 対 し て 、 回 答 選 択 肢 を 「 と て も 関 心 が あ る J、 「 少
し 関 心 が あ る J 、 「 あ ま り 関 心 が な し リ 、 「 ま っ た
く 関 心 が な し リ と い う 4 つ の カ テ ゴ リ ー に 分 け
た 調 査 デ ー タ に 数 量 化 E 類 を 用 い て 分 析 し た 結
果 、 関 心 事 同 士 、 関 心 事 と 回 答 者 の 属 性 の 関 連
が 明 ら か に な っ た ( 図 3 ) 。 第 1 軸 と 第 2 軸 の カ
テ ゴ リ ー に 与 え ら れ た 重 み を み る と 、 4 つ の 選
択 肢 が 右 側 か ら 平 面 上 に 順 に 並 び 、 選 択 肢 l 、 2 、
3 が 非 常 に 近 い こ と が わ か る 。 カ テ ゴ リ ー が 二
次 元 の 平 面 上 に U 字 形 に な る こ と は 、 森 林 、 農
地 、 水 域 に 関 す る 関 心 事 へ の 関 心 は 近 い 関 係 が
あ り 、 互 い に 影 響 し 合 う 傾 向 を 示 し て い る 。
森 林 、 農 地 、 水 域 に 対 し て 、 直 接 的 価 値 と 間
接 的 価 値 を 問 わ ず に す べ て の 価 値 に 関 心 を も っ
ク ラ ス タ ー と 関 心 を も た な い ク ラ ス タ ー に 分 か
れ て い る 。 あ る 環 境 に 関 心 が あ れ ば 他 の 環 境 に
も 関 心 が あ る が 、 逆 に 、 す べ て の 環 境 サ イ ト に
関 心 を 示 さ な い 傾 向 が あ る 。 属 性 別 に み れ ば 、
男 性 、 壮 年 層 に は 関 心 の 度 合 が 強 し 、 が 、 高 年 層
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や 低 学 歴 層 は 関 心 が 薄 い 。 図 2 関 心 事 の パ タ ー ン 分 類 の 空 間 的 構 図
こ の よ う に 、 本 研 究 で 考 案 し た 関 心 事 調 査 の 設 計 方 法 が 流 域 環 境 に お け る 重 要 事 項 の 抽 出 に と っ て 有 効
な ツ ー ノレ の 1 つ だ と 言 え よ う 。
8 3  
